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資料 15

北海道増設事業について

１．これまでの経緯（詳細 別添１）

平成 19年
10月 2日 北海道事業部会報告とりまとめ

10月 18日 PCB特別措置法に基づく PCB廃棄物処理基本計画変更
10月 19日 増設施設工事にかかる発注公告(官報及び JESCOホームページ)

平成 20年
2月 6日 提案者に対する技術提案書の選定結果通知

3月 4日 入札結果に基づきカワサキプラントシステムズ（株）と契約

２．発注の概要（詳細 別添２ 入札公告）

（１）工事概要

① 工事名

北海道 PCB廃棄物処理施設（増設）設置工事

② 対象施設

PCB汚染物等処理能力
8t/日以上（安定器重量）かつ 2,000t/年(PCB汚染物等重量）
※ PCB特別措置法に基づく PCB廃棄物処理基本計画における扱い

「北海道事業に於ける汚染物等に係る施設能力については、当面、一日当たり 8トン以上（汚

染物等重量）とする。」とされている。

敷地面積 約 1.4ha（当初処理施設約 4.0haに隣接）

③ 工期 平成22年8月31日まで

（２）競争参加資格

当社の欠格要件に該当しないこと、一定の施工実績、技術者を有する等について競

争参加資格を規定
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（３）技術に係る評価方法等

① 技術提案書の評価項目

1) 全体としての一貫性、最適化と安全性の確保
2) 技術評価を優先した処理方式の選定
3) 多様な処理対象物に対応できる施設計画
4) 処理完了の確実な確認
5) リスクマネジメントの考え方にたった環境・安全対策
6) モニタリングによる安全性確保
7) 作業従事者の安全衛生管理の充実
8) 排気、排水、残渣の極小化・処理
9) 残渣の適正処理・処理物のリサイクル
10)省エネルギー・温暖化防止への取り組み
11)情報公開型施設設計
12)総合エンジニアリング体制による設計・施工、運転管理を行う者との連携確保
13)経済性

② 技術提案書の選定

競争参加資格が確認された者に技術提案書の提出を求め、あらかじめ示した評価

基準に基づき審査を実施し、当該提案書を提出した者に対し工事範囲等の統一的な

積算条件を提示し、トータルコスト（処理施設の設計、施工、運転、保全等の費用）

の再提示を求める。

③ 契約における技術提案の取り扱い

契約に当たっては、契約者（提案者）が技術提案書により提案した内容。性能等

について、契約者（提案者）により明らかにすることにより、その履行を確保する。

また、工事の検査に当たっては、契約図書により明らかにされた性能等を満たして

いることを全て確認できない場合は、確認できない項目について履行の義務は、工

事完成後に置いても存続する。

３．採択された技術の概要

（１）請負者等

カワサキプラントシステムズ（株）

※ 平成１６年に実証試験結果を踏まえ、PCB等処理技術調査検討委員会より
「プラズマ拡張溶融炉法（ＰＥＭ炉法）」が PCB 汚染物を対象とした技術として
技術評価を受けている。

（２）PCB分解の原理（詳細 別添３）

○ PCB汚染物をそのまま加熱炉内に投入し、溶融・分解する。
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○ 還元性雰囲気での処理であり、有機成分は一酸化炭素、二酸化炭素、水素及び塩

化水素に分解

○ 無機成分、金属成分は各々分離して排出

（３）実証試験の概要（詳細 別添４）

実施場所 琉球大学工学部内

日時 2003年 6月 14日～ 6月 28日
実証試験ｻﾝﾌﾟﾙ ① PCB汚染油（60kg/４時間× 2回）

② PCB汚染油含有土壌（61kg/3.6時間× 2回）
③ PCB汚染油内包廃棄物（110kg/4時間× 2回）
④ PCB汚染油内包安定器（1121kg/4.2時間× 2回）

※ 上記実証試験に加え、2007 年 12 月に台湾でウェス、紙（感圧紙の模擬品）を用
いて溶融・分解時の炉内温度・圧力の変動等について試験している。

（４）処理の流れ（詳細 別添５）

検 査：搬入された PCB汚染物等の外観・現物検査を実施

前処理：検査が終了した PCB汚染物等を 3区分
① 安定器 ２個ずつ

② 感圧複写紙、汚泥等 ペール缶（20 リットル程度）に詰め替え
③ ドラム缶等大型容器 破砕機で炉の投入サイズに破砕

分解処理：区分した PCB 汚染物をバッチ（概ね１分間隔）でプラズマ拡張溶融炉
に投入し、高温で PCB や有機物を分解するとともに、金属等の不燃物
を溶融

後処理 ：溶融した不燃物は金属層とガラス層に分離され、１日に１，２回炉外に

排出。冷却後、卒業判定後払い出し
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資料15 別添

別添１ 北海道増設事業に関する取り組みの経緯

別添２ 入札公告（建設工事）

別添３ PCB汚染物等処理の原理

基本原理（有機成分）

基本原理（無機成分・金属成分）

別添４ 実証試験の概要

別添５ 北海道増設事業における処理の流れ



（別添１）

平成19年

5月21日 北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業監視円卓会議（第７回）

環境省より北海道増設事業の進め方について説明

6月19日 北海道事業部会

処理対象物、処理能力、処理システムの考え方、処理技術保
有企業ヒアリング項目等について審議

8月1日 北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業監視円卓会議（第８回）

8月8日  市民説明会（北海道、室蘭市、ＪＥＳＣＯ共催）

8月23日 処理技術保有企業ヒアリング
24日 〃

10月2日 北海道事業部会
増設事業についての報告書とりまとめ

← 説明

10月10日 北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業監視円卓会議（第９回） ← 説明

10月18日 ＪＥＳＣＯ法に基づくＰＣＢ廃棄物処理事
業基本計画変更認可申請（２２日に許可）

北海道事業における汚染物等の処理に関する記述追加他

10月19日 増設施設入札公告（官報、ホームペー

11月13日 競争参加資格の確認結果等通知

12月18日 （北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業監視円卓会議（第10回））
当初施設の試運転結果の中間報告

平成20年

1月7日 技術提案書の提出を受け審査に着手

技術提案者からのヒアリング、専門家に
よるアドバイス

2月6日 技術提案書の選定結果の通知

2月19日 トータルコストの再提示

3月4日 入札・契約

3月24日 北海道ＰＣＢ廃棄物処理計画委員会（道主催） ← 説明

ＰＣＢ廃棄物処理事業検討委員会（ＪＥＳＣＯ主催） ← 説明

3月27日
← 説明

4月22日 北海道事業部会

北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業監視円卓会議（第11回）

北海道PCB廃棄物処理事業に係る広域協議会(第11

北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業に係る広域協議会
（１道１５県、室蘭市構成会議）

北海道増設事業に関する取り組みの経緯

事業部会・監視円卓会議等

ＰＣＢ特別措置法に基づいて環境大臣が定める
ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理基本計画変更

ＪＥＳＣＯの動き

ＰＣＢ廃棄物処理に関するセミナー
（北海道、室蘭市、ＪＥＳＣＯ共催）

北海道PCB廃棄物処理事業に係る広域協議会(第10
← 説明
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ＰＣＢ汚染物等処理の原理

非燃焼式非燃焼式非燃焼式非燃焼式プロセスプロセスプロセスプロセス非燃焼式非燃焼式非燃焼式非燃焼式プロセスプロセスプロセスプロセス
還元性雰囲気下で高温溶融分解
・有機成分の分解ガス化 （無害化）
・無機金属成分の溶融固化 （無害化）

水蒸気水蒸気水蒸気水蒸気 / 酸素酸素酸素酸素

溶融溶融溶融溶融ガラスガラスガラスガラス層層層層

溶融金属層溶融金属層溶融金属層溶融金属層

プラズマアークプラズマアークプラズマアークプラズマアーク

プラズマ拡張溶融炉プラズマ拡張溶融炉 技術的特徴技術的特徴

アークプラズマアークプラズマアークプラズマアークプラズマ炉炉炉炉
（ＤＣ電極）

電気抵抗溶融炉電気抵抗溶融炉電気抵抗溶融炉電気抵抗溶融炉
（ＡＣ電極）

融合融合融合

（別添３）

ＰＣＢＰＣＢＰＣＢＰＣＢ汚染汚染汚染汚染物物物物



基本原理（有機成分）

H

C

Cl

H2O / O2
H2O / O2

HCl

H2

CO2

CO

還元性雰囲気

Ｐ
Ｃ
Ｂ

汚
染
物

高温分解高温分解高温分解高温分解

TRC

無機成分無機成分無機成分無機成分 →→→→ 溶融溶融溶融溶融ガラスガラスガラスガラス

有機成分有機成分有機成分有機成分 →→→→ 分解分解分解分解ガスガスガスガス

●●●● 有機成分有機成分有機成分有機成分のののの無害化無害化無害化無害化

C
H     +
O

H2O
O2

C

CO

HC
CO2

H2

●●●● 無機成分無機成分無機成分無機成分のののの無害化無害化無害化無害化

固化固化固化固化ガラスガラスガラスガラス 固化固化固化固化金属金属金属金属

水蒸気水蒸気水蒸気水蒸気 / / / / 酸素酸素酸素酸素

ＰＣＢＰＣＢＰＣＢＰＣＢ汚染汚染汚染汚染物物物物

金属成分金属成分金属成分金属成分 →→→→ 溶融金属溶融金属溶融金属溶融金属

●●●● 金属成分金属成分金属成分金属成分のののの無害化無害化無害化無害化

分解ガス分解ガス
（無害化）（無害化）O



基本原理（無機成分・金属成分）

無害固化物 （金属・ガラス）

・・・・無機物無機物無機物無機物
(Ca,Si,Al )

ＰＣＢＰＣＢＰＣＢＰＣＢ汚染汚染汚染汚染物物物物

TRC

固化固化固化固化ガラスガラスガラスガラス 固化固化固化固化金属金属金属金属

水蒸気水蒸気水蒸気水蒸気 / / / / 酸素酸素酸素酸素

Ｐ
Ｃ
Ｂ

汚
染
物

高温高温高温高温溶融溶融溶融溶融

無機成分無機成分無機成分無機成分 →→→→ 溶融溶融溶融溶融ガラスガラスガラスガラス

有機成分有機成分有機成分有機成分 →→→→ 分解分解分解分解ガスガスガスガス

●●●● 有機成分有機成分有機成分有機成分のののの無害化無害化無害化無害化

C
H     +
O

H2O
O2

C

CO

HC
CO2

H2

●●●● 無機成分無機成分無機成分無機成分のののの無害化無害化無害化無害化

金属成分金属成分金属成分金属成分 →→→→ 溶融金属溶融金属溶融金属溶融金属

●●●● 金属成分金属成分金属成分金属成分のののの無害化無害化無害化無害化



１ 実施場所

沖縄県西原町千原一番地 琉球大学工学部構内

２ 日時

２００３年６月１４日～２８日

３ 実証試験サンプル

①PCB汚染油 （６０ｋｇ/４時間 ×２回）

②PCB汚染油含有土壌 （６１ｋｇ/３．６時間 ×２回）

③PCB汚染油内包廃棄物 （１１０ｋｇ/４時間 ×２回）

④PCB汚染油内包安定器 （１１２ｋｇ/４.２時間 ×２回）

４ 追加実証試験

上記に加え今回の処理対象物であるウエス・感圧紙についても実証試験を実施

（１） 実施場所

グローバルプラズマ社 台湾

（２） 日時

２００７年１２月１日

（３） 実証試験サンプル

①ウエス （８ｋｇ/３０分 ×２回）

②紙 （感圧紙の模擬品） （１０ｋｇ/３０分 ×２回）

実証試験の概要 （別添４）



実証試験の装置



４．実証試験装置



実証試験実証試験実証試験実証試験ののののまとめまとめまとめまとめ



北海道増設事業北海道増設事業北海道増設事業北海道増設事業におけるにおけるにおけるにおける処理処理処理処理のののの流流流流れれれれ （別添５）


